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1. はじめに

本実証実験は、国土交通省の受託で実施したメ

ガフロート情報基地機能実証実験で、メガフロー

ト上に情報バックアップセンターを建設し、浮体

や浮体内部に設置された精密機器に及ぽす影響調

査を行うものである。ここでは、実証実験で使用

した計測システムの概要を報告する。
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2.実証実験の概要

本実証実験は 200mX 100mの実証実験用浮体

上で自然環境、浮体挙動、係留反力、浮体に加わ

る振動影響を、浮体内部では各構造部材のひずみ、

撓みを計測した。今回の実験では図 1に示すよう

に、海上技術安全研究所と横須賀の浮体上を通信

回線で結び遠隔操作が可能なシステムにした。

「メガフロート情報機能基地機能実証実験」計測ブロック図
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図1 計測システムプロック図

3.計測内容

実証実験で使用した計測機器は波高計、風速計、

水圧計、加速度計、 KGPS、歪みゲージを用い、

海気象、浮体挙動、撓み及び歪みなどの計測を行

った。計測機器の取り付け位置を図 2及び図 3に

示す。また、計測は①全計測項目を対象とした毎

正時より 30分間の定時計測、②歪みを対象とし

た24時間連続計測、③波高及び風速をトリガチ
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ャンネルとした臨時計測の 3種類で常時自動計測を行った。
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図 2 計測器配置図（浮体上）
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3.計測システムの概要

本計測システムの特徴は、電話回線を利用し当

所とメガフロート上を通信ケーブル (ISDN

128kBPS) で結び遠隔操作が可能な点である。計

測システムのオンライン化によって、当所で計測

データのモニターや回収、アンプのコントロール

などの作業ができるようになり作業効率が向上し

た。また、リアルタイムで計測中のデータの監視

が常時行えることで、計測機器の不具合を早期発

見できるようになり、その結果データ欠測の割合

が減少した。

本計測システムはデータ計測ソフトウエアとデ

ータ解析ソフトウエアで構成されいる。以下に各

ソフトウエアの機能を示す。

データ計測ソフトウエアにはデータ収録のほか

下記の機能を有する。

①アンプコントロール機能（アンプのゼロ

点調整、 Range設定、フィルターの設定）

②トリガ判定機能

③計測中のデータモニタ機能及び収録条件

設定機能

3. 2 データ解析ソフトウエア

データ解析ソフトウエアには下記のデータ処理

機能がある。

①頻度解析

浮体内部で計測している構造部材のひずみ

及び撓みのデータを頻度処理し作図を行う。

解析結果を図 4に示す。

3. ー データ計測ソフトウエア
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図 4 頻度解析結果例
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②統計解析

計測したデータの統計解析例を図 5に示す

また、解析に必要なデータのみ取り出し

て解析を行うことも可能である。
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図5 統計解析結果例

4.結び

今回の実証実験で収録システムのオンライン化

が実現され、下記の成果が得られた。

①計測データが常時モニター可能となり、計

測器の故障が早期に発見できた。したがって、

計測器の故障によるデータ欠測も減少しデー

夕取得率が向上した。

②データ回収、アンプの Range設定やゼロ点

調整など現地で行っていた作業が海技研でも

行えるようになり作業効率向上に結びついた。

特に、今回のような短期間の実験では、データ取

得率が向上されたことは重要である。しかし、完

全に自動化されたわけではなく、依然として人力

に頼らなければならない点も多く残っているのが

現状である。今後は、さらに改良を進め高精度の

計測が可能なシステム作りに努力する所存であ

る。
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